
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
  
   
           

 

 

 

 

１1 月号 

 

探訪「何代もの職人」の手によって引継がれた技術 

 

エコロジー＆ 建築生態学の応用 

東京･江戸に学ぶくらしと文化「旧安田邸」  
東京の千駄木や上野桜木には、都心にめずらしく明治から昭和初期に建った

  「三菱･旧岩崎邸」など東京の名勝や登録文化財が多く残っています。 

「旧安田邸」は今年４月から一般公開され(財)日本ナショナルトラスト

協会が国民財産として保有しています。大正7年の建築は関東大震災 

第二次大戦の被災を免れほぼ完全な形で残され、庭、屋敷の環境もよく

保存されています。施工は現在の清水建設が当時の粋を尽くした造り。

外観は室町時代の書院造りの意匠で､手漉き硝子やカーテンは大正 

時代のまま残る。 (財)日本ナショナルトラスト03-6303-1110 

システムキッチンの原型？発見! 
私事ですが中学時代を文京区で過ごした此の界隈は懐かしい!! 

さて「旧安田邸」の台所は大変興味深いものでした。大正の 

システムキッチン？当時､特許取得された「鈴木式高等炊事台」です。

訪米スタイルを模し天窓がズラリ。「台所リストラ術」「冷蔵庫で 

食品を腐らす日本人」などの著者で料理研究家の魚柄仁之助さん 

もいらして､冷蔵庫のない昔の食生活の知恵等に 

ついてうかがいました。魚柄さんは昭和25年の木 

造住宅を目黒で購入。「１００年住むつもり」でリモデルされています。 

日本民家再生リサイクル協会正会員 ㈱アップル 大竹清彦 

 

 

 

 

「エコの先端をいく文化を取り戻す」ビンテージリフォーム 
江戸時代木材を再利用するのは当り前の時代｡それがいつしか捨てる文化 

に変わってしまった。究極のエコはそのままの形で出来るだけ長く使う 

そんな私達の考えが詰まったビンテージリフォームを推進中！           

 

  

■伝統的な技術を継承する人々は  
全国にいらっしゃる。普段家の中にあって見過ごされがちなモノに隠れ

                 た素晴らしい技に触れてきました。今回はお風呂。木の浴槽はどのよう

に造るのか？ 江戸末期創業の｢伊藤風呂店｣は親子で営む老舗です

4 代目宮原さんは都内で数少ない風呂桶 

職人さんです。次女梓さん(26 歳)と息の合った作業をされています。 

■伊藤風呂店は「ALWAYS」! だった。 
見習いの時は映画 ALWAYS ３丁目の世界。昭和４０年頃～一気に 

木桶が⇒ポリバス､ホーロー､ステンレス､人工大理石の浴槽に変り 

桶屋も⇒大手ガス会社の傘下で、皆ガス器具の販売店に変わろうとも「頑なに続けただけ。 

１サイクルして、ここ１０年で徐々に「木桶」がまた増えてきたんだ。（笑）」と語る宮原さん。 

「伊藤風呂店」東京都文京区根津 1－26－5  

 ■不忍通をふらり横山大観 

             「伊藤風呂店」を出て不忍通りを池之端方面へ。 

             「横山大観記念館」は日本画壇の巨匠が生涯 

             を終えるまで作品を制作した場所です。 

            OPEN： 木⇒日曜日 １０－１６時  

             台東区池之端1-4-24 取材：㈱アップル高村文枝 

 

ロハス・デザイン＆エコロジー・リフォーム 

 

10月14日山形新蕎麦を舌鼓！     12月4日X’masバッグを作ろう！ 

 

主催：（株）アップル 

今年は､｢出羽香り｣蕎麦 

 

  
 申し込み： 

やよい会・0285-40-7726代表・森田まで 

⑮ 限定名様  

 

 

 

 

公開は水・土曜日のみ 

 

こんな手造り感に憧れる！ 

アップルで囲炉裏の間を再現 

 大観の客間「鉦鼓洞」 

主催：下野・生活学校やよい会 
 

 
５代目･宮原梓さん 

アップルは建設業許可法人(般-第 22168 号)･二級建築士事務所(第 4088 号)･住宅金融公庫住宅調査登録建築士事務所(第 16090044 号)･ シックハウス診断士協会(一級)登録業者(第 08006101 号)･厚生労働省許可 古材施工技術士登録事務所(第 KS010003 号)です。

 


